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令和３年１０月１４日
内閣府 科学技術・イノベーション推進事務局

【資料１】
総合科学技術・イノベーション会議
教育・人材育成ワーキング・グループ（第２回）
２０２１/１０/１４

これまでの議論を踏まえた論点整理
～「人材」の確保・再配分について～

（案）
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本日の議論の方向性（案）

（全体方針）
 STEAM教育、探究力の育成、ギフテッドの子供たちのための教育環境を具体化していく上で、大きな

土台となるのは、「個別最適な学び」「協働的な学び」の一体的な充実のための教育環境。

 そのためには、学校の善意や努力のみに頼るのではなく、デジタル社会の進展を踏まえた構造改革/
教育DXが不可避。これまでの教育界の蓄積を、ＩＣＴや多様な専門性を持つ人材を生かして更に進化
させ、教壇に立つ教師が真正面から主体的、対話的で深い学びに取り組む環境の整備が必要。

 本WGでは、そのために必要な今後5～10年にわたる制度の改善、リソース（時間・人材・財源）の確
保・再配分を示すとともに、その実現のために各府省等や関係者が確実に取り組むための見取り図
（ロードマップ）の作成を目指す。

 これまでのＳｕｐｐｌｙＳｉｄｅ行政を転換し、子供目線/ＤｅｍａｎｄＳｉｄｅに立ち、日本社会における格差や多
様性も踏まえつつ、 「高めること・広げること」双方を重視した人材育成を念頭において議論する。

（今回）
 前回の「時間」の議論で共有した「子供の学びの時間軸」の多様化を実現するために必要な「人材」を

切り口に議論。

議論のスタンス（キックオフミーティングで共有）
①既存スキームに囚われずにオールジャパン・省庁横断的な視点で
②初等中等教育～高等教育段階の縦のつながり等、社会構造全体を俯瞰した視点で
③時にアジャイルに



【前回資料】「子供の学びの時間軸」の多様化を実現（たたき台）～中学校40人学級の教室にあてはめた場合～

発達障害 Gifted

タブレット等の活用により自分のペースで着実に自分の
理解に応じて学びを進めることができる 3
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【随時更新】これまでの議論を踏まえた全体像のイメージ（たたき台）

個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実のためのリソースの確保と再配分

同調圧力・正解主義から脱し、
①一人一人の認知の特性を踏まえてその力をさらに伸ばす刺激を与え、その伸びを可視化し、
②他者との対話を通じて「納得解」を形成する場が不可欠

【学ぶワクワク感】【教科の学びが自ら設定した課題を探究する上で活きるという実感】【自分の学びを自分で調整する主体性】

目指す
ところ

乗り越え
るべき

壁

①教科書の活字を一斉授業で理解し、それをペーパーテストでアウトプット・測定という学習サイクルで評価できる
特定の能力（例：素早く正確に解く力）のみを重視する学校教育の慣性

②学校種（幼・小・中・高・大・特別支援学校）、学校や学年、学級、教科などの縦割り構造

③学びや進路の選択を制約する社会的・文化的バイアス
例：認知の特性に由来する学校へのなじめなさ、理系を選択したり理工農系学部に進学したりする女子生徒の不自然なほどの少なさ

今後、５～１０年にわたる制度の改善やリソース（時間、人材、財源）の確保・再配分が必要。
その実現には、各府省等や関係者が確実に取り組むための見取り図とそれを踏まえた実行が急務。

 教科の本質等を踏まえた教育内容の重点化、探究的
な学びの充実のための教育課程の弾力化等

 情報端末の活用、教育デジタルコンテンツプラット
フォームの構築・運用

 探究力等を評価するための科学的知見を活かしたパ
フォーマンス評価の確立、大学入試の改善

 Giftedの子供たち含む学校になじめない子供たちのオ
ルタナティブな学びの場の確立

 高校普通科改革を推進するためのインセンティブ設計
 文理のアンバランスの解消（入試科目の改善、大学

（学部）専攻ポートフォリオのリバランス）
 小学校段階の理数教育の強化

 多様な人材が学校教育に参画できるよう教員免
許制度の基本構造の転換や多様な勤務が可能
となる勤務制度の在り方の検討、特別免許制度
等が実動するための仕組みづくり

 民間企業や大学等、多様な主体がSTEAM教育
や探究力育成に参画するためのエコシステムの
確立

 STEAM教育や探究力育成、個別最適な学びと
協働的な学びの一体的な充実を実現するための
教職員体制の在り方

 探究活動やSTEAM教育をコーディネートする人
材等の配置

 GIGAスクール構想を持続可能
とするための、国費、地方財政
措置、家計負担等の再配分

 教育の質的転換を図るための
教師の処遇や配置の在り方の
検討

01 時間
02 人材

0３ 財源

＜これまでの議論を踏まえた考えられる施策＞



議論のポイント
「人材」
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「人材」の確保・再配分に関する主な論点 人材時間 財源財源

1. 民間企業や大学等、多様な主体がSTEAM教育や探究力育成に参画するため
のエコシステムの形成

2. 多様な人材が学校教育に参画できる仕組みづくり
• 教員免許制度の基本構造の転換
• 多様な働き方を可能とする勤務制度の在り方の検討
• 特別免許制度等の既存の制度が実動するための仕組みづくり 等

3. STEAM教育や探究力育成、個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実
を実現するための教職員体制の在り方
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論点１ 民間企業や大学等、多様な主体がSTEAM教育や探究力育成に参画するためのエコシステムの形成
（1/2）

 学びの動機付けや好奇心の重視について、日々の授業で日常的にできるのは、オープンエンドの問題設定、いわゆる答え
づくりの機会をもっと増やすべき。学びの動機付けを重視しつつ、教科等の学びが実生活に活用できるということを実感を
伴って理解させていく必要。ＳＴＥＡＭ教育は社会に開かれた教育課程の理念の下で、産業界等と積極的に連携していくこ
とも大事。著名人と対話したりオンデマンドで話を聞くなど、いわゆる本物や一流に触れる機会を増やすことも大事。特に数
学や理科の授業において分かるとかできるんだけれども楽しくないという児童生徒を減らしていくために、知的好奇心を引き
出す学びだとかＰＢＬ型の学びを一層推進する必要。

 産業界の役割について３つの可能性がある。①場の提供、子供に本物を触れさせるだけじゃなくて、学校の先生方に実際
に世の中で何が起こっているのかということを経験してもらう意味での場の提供もあり得る。②人材の提供。③興味の提供。
多くの中高生が何のために微分や三角関数を習うのか、そこを理解しないまま一生懸命勉強するのはつらい話。産業界か
らその微分積分や三角関数が実際の社会の中でどのように使われ役立っているのか提供することで子供ワクワク感や学ぶ
意欲を盛り立てることができる。

 企業の研究者やエンジニアが直接・間接的に児童生徒に対して自身の経験に基づいた課題に取り組む魅力を伝えたりコン
テンツを提供する、あるいはリアルな体験機会を提供するといったことは企業が貢献できるところ。実際に多くの企業がそれ
ぞれの得意な領域で様々な取組を行っているが、こうした活動を広げて行くことが課題。現状では、個別のつながりから対
応したり、ＳＤＧｓやリケジョのロールモデルといったような個別テーマでの対応止まり。これをどうスケール化していくか。企業
にとって、取り組んだ施策の効果が見えることも重要。企業が協力することでの変化などフィードバックが得られると、企業側
も更に取り組みやすくなる。面的な広がりを持つ仕組みづくりを議論すべき。

 ギフテッドに関しても、既存の事業（ジュニアドクターやグローバルサイエンスキャンパス等)の課題等も整理しながら進めてい
く必要。企業や大学が学校教育に関わるインセンティブ設計が必要。そのための仕組み・エコシステムをどう構築していくか。

 様々なバックグラウンド、様々な能力をギフトとして見るという意味で、（個別最適化は）とても複雑な対応が必要になってく

る。今後考えるべきは、学校という組織そのものがもっと垣根を低くして社会の中のネットワークでやっていくしかないという時

代がやってくるということではないか。

主なご意見①

人材時間 財源財源「人材」の確保・再配分に関する論点①



8

論点１ 民間企業や大学等、多様な主体がSTEAM教育や探究力育成に参画するためのエコシステムの形成
（2/2）

主なご意見②

「人材」の確保・再配分に関する論点① 人材時間 財源財源

議論のポイント

 各教育機関が入学してきた「今の」生徒・学生の教育だけを考える閉ざされた構造を打破し、各教育機関が今後の入学希
望者にもなりうる「次の」生徒・学生の育成（例：大学による高校生へのSTEAM教育、高専による中学生へのアウトリーチ活動
等）にも目を向け・手を伸ばすようになる仕掛けづくりが必要である。その際、CSR・CSVやESG投資といった社会の潮流を踏
まえ、入学してきた生徒・学生の教育だけでなく次代の生徒・学生に向けたSTEAM教育・人材投資にも目を向け中長期的な
視点で取り組む教育機関にインセンティブが働く設計を検討する必要。特に、国費を投じる事業の成果は、事業成果の一部
を社会や次代の子どもたちへの教育へ還元していくことを「社会的責任」として促していくべきではないか（例：科研費等での
研究成果をSTEAMライブラリーにコンテンツ化するなど）。

 具体的には、各段階において例えば以下のような検討が必要ではないか。

⑴高校

・SSH等の指定高校は、地域のSTEAM教育の拠点として、小・中学校との連携及び小中学生へのアウトリーチ活動、ギフテッ

ドへの教育支援等を推進（そのために必要な教員・コーディネート人材の配置）

⑵高専

・高専と高校等との連携及び越境学習による、文理融合・協働的な学びを推進

・地域におけるSTAEM教育のセンター的役割機能を明確化・強化し、小・中学校との連携及び小中学生へのアウトリーチ活

動、ファブラボ化等を推進（そのための資源の再配分）

⑶大学

・高大連携による次代のSTEAM人材の育成・確保を推進（国費の事業を受ける際には、高校生へのアウトリーチ教育、先取

り履修等の高大接続を要件化等）

企業や大学・高等専門学校等、多様な主体による子供たちの学びへの参画について、持続可能な「エコシステ

ム」を形成していくためには、特に企業側のインセンティブ設計も重要になるが、具体的にどのような方策が考えら

れるか。また点と点をつなぐためのネットワーク化のために、具体的にどのようなスキームを形成していくべきか。



9

探究・STEAMを進める上での

企業や大学等・学校間連携の現状と目指すべき姿（たたき台）
（参考）



（参考）STEAMライブラリー上のコンテンツ例
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